
女性患者における造血細胞移植後の妊娠の詳細調査

研究の自的

女性患者における、造血細胞移植後の自然妊娠および生殖補助医療技術(ART)を用い

た妊娠の実績と転帰の詳細を明らかにする。
II

研究の方法

・対象者

日本造血細胞移植学会(JSHCT)および日本造血細胞移植データセンター(JDGHC丁)が

実施する「造血細胞移植医療の全国調査」のデータベース(TRUMP)に登録された症例

選択基準

1)移植日が2019年12月31日までの造血細胞移植(1982年～2019年)
2)1移植時年齢が50歳未満で、患者性別が女性

3)二次調査対象:移植後の妊娠あり

除外基準、

1)全国調査の研究利用に不同意あ患者

・二次調査項目

1)妊娠φ回数と種類(自然妊娠、ART妊娠)
2)自然妊娠患者の背景

3)TBI時の遮蔽の有無、前処置前までの治療、妊娠の転帰など

4)ART妊娠患者の背景、

5)妊孕性温存療法の種類、妊娠の転帰、

6)妊娠および出産に際しての母体合併症、児の健康状態など

.・調査方法

調査票を用いて上記の調査項目データを収集する。

研究期間

倫理審査委員会承認後～2025年12月31日

調査期間

データ収集期間:2023年12月31日

研究組織

日本造血・免疫細胞療法学会晩期倉併症とQOLワーキンググループ(WG)

研究代表者・WG責任者
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